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資料１

ニセコ町全体における中央倉庫群の位置づけ（案）

山岳・丘陵地
リゾートエリア

（スキー、スポーツ、温泉など）

山岳・丘陵地
リゾートエリア

（スキー、スポーツ、温泉など）

国際化

産業(農業・観光)

環境への配慮

開拓の歴史
生活・暮らし

景観（景色）

産業(農業・観光)

振興

有島記念館

国道５号

羊蹄山

道の駅・
ニセコビュープラザ

市街地
JR函館本線

尻別川

JRニセコ駅

綺羅街道

町民センター
（コンベンションセンター）

中央倉庫群
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○地元の歴史
○地元の資源・素材
○地元の景観
○地元の人材

“人”・“情報”・
“経済”・“価値観”

の新しい動き

重なり部分を「中央倉庫群」で形にする

地元に根ざし、
時を積み重ねてきた空間で創造する
今のニセコ・これからのニセコ！！

ニ
セ
コ
・

グ
ロ
ー
カ
ル

中央倉庫群の取り組みの方向性（案）

『求心力（集まる人・モノ・情報）』を
『遠心力』（外への散開、波及、発信）』へと
変換する大きな装置、新しいシステム

○地元の歴史
○地元の資源・素材
○地元の景観
○地元の人材

“人”・“情報”・
“経済”・“価値観”

の新しい動き

重なり部分を「中央倉庫群」で形にする

地元に根ざし、
時を積み重ねてきた空間で創造する
今のニセコ・これからのニセコ！！
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中央倉庫群の取り組みの方向性（案）

『求心力（集まる人・モノ・情報）』を
『遠心力』（外への散開、波及、発信）』へと
変換する大きな装置、新しいシステム
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■中央倉庫群の取組みの展開方針と基本機能（案） 
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取り組みの展開方針(案) 

  

○ニセコの環境：気候・風土・歴史・文化 

○ニセコの資源・素材・技術 

○ニセコの人材・人脈ネットワーク 

  ⇒立地条件・市場条件とともに「ニセコ」の特性を活かす 

  

○原則として公設民営（町の財政負担を軽減する事業制度等の活用）  

○価値ある有償サービスと受益者負担の原則 

○現実的で無理のない事業計画 

 ⇒施設・環境整備は公共で行うが、運営に関しては行政の財政支援に 

依存しないことを原則とする民間主体の事業運営とする 

  

○子どもから高齢者までの多様な年齢層 

○地元～来訪者の区別なく利用できる 

○身体の不自由な人でも気兼ねせず 

  ⇒楽しい体験を共有することが交流の基本 

  

○文化・芸術・スポーツ・レクリエーション、健康づくり等が多様に連

動する 

○商店街・山麓リゾートエリア・道の駅等と役割分担し、連携する 

○町内他施設の不足機能を補てん・充実による相乗効果 

  ⇒ニセコの資源・人材をつなぎ合わせる拠点とする 

  

○ニセコの情報の積極的な受発信 

○地域産業との連携 

○新たな産業、地域を支えるコミュニティビジネスの創出 

  ⇒地域の特性を活かした経済活動による雇用創出と収益性の確保 

施設環境の整備・運営方針：場づくりの目標(案) 

 

□ニセコの開拓の歴史や地域文化を、体験を通して感じ・学ぶ場づくり

□町民の身近にあって、天候に左右されず、四季折々にニセコを楽しめ

る場づくり 

□町民それぞれが個性を活かし、ニセコならではのライフスタイル実現

のために、自分らしく生き生きと活動できる場づくり 

  

□維持・管理費(ランニングコスト)の負担軽減を考慮した場づくり 

□現実的で適切な初期投資(イニシャルコスト)による場づくり 

□民間による経営感覚を重視した開かれた企画運営の場づくり 

  

□町民～来訪者～観光客が自由に集い、活動し、くつろぐ中での相互交

流の場づくり 

□人同士のつながりやコミュニケーションが育まれる場づくり 

□建物群として集積している特性を活かした多様な活動の場づくり 

  

□農・商・工・観光各分野の連携活動の場づくり 

□町民の多様な活動の連携拠点 

□町民の健康づくり、体力づくりのキッカケとなる場づくり 

□町内他地域、他施設へ活動が拡がるキッカケとなる場づくり 

  

□様々な立場の人々が情報を共有して活動できる場づくり 

□個人の特技・地域の技術を活かしたものづくり活動の場づくり 

□チャレンジショップ・アンテナショップ等新規開業を育む場づくり 

１.ニセコらしさを活用した取り組み 

２.人と人がふれあえる交流の取り組み 

３ .地 域 経 済 に つ な が る 取 り 組 み 

４.町内の各施設・活動等と連携・連動した取り組み 

５ .継 続 性 の あ る 民 間 主 体 の 運 営 

基本機能スペース(案) 

○地域の歴史・文化や「農と食」などを

テーマにしたニセコの紹介スペース 

○地場農産物の加工・実習体験・提供スペース

○地場農産物の貯蔵・熟成スペース

○多世代コミュニティスペース(団らん・憩い)

○屋 外 交 流 ・ 憩 い の ス ペ ー ス

○子 ど も の 遊 び ス ペ ー ス

○暮 ら し の 情 報 受 発 信 ス ペ ー ス

（趣味、商店、雇用、生活等） 

○観光情報案内スペース(町内～広域)

○情報交流スペース（口コミ交流など）

○多 目 的 活 動 ス ペ ー ス

○音楽ホール・小劇場、講演会などの

イベントスペース 

○展 示 ギ ャ ラ リ ー ス ペ ー ス

○も の づ く り 工 房 ス ペ ー ス

○チャレンジショップ・アンテナショップ等の

試行スペース 

○スポーツ＆レクリエーションスペース

○倉庫群全体の運営管理主体事務局の

活動スペース 

 など 
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みんなが集う駅前の“もりづくり”みんなが集う駅前の“もりづくり”

JR函館本線

尻別川

JRニセコ駅

FM局

綺羅街道

四季を楽しむ場

も
り
の
中
の
商
店
街

もりの中
の温泉

綺羅乃湯

もりからの
情報発信

迎える
（むかえる）場

創る
（つくる）場留

ま
る
場

まわりの緑の
借景と、連続性

もりの中
の駅

巡る（めぐる）道

(ﾈｰﾐﾝｸﾞ例)

・綺羅のもり
・新雪谷(ﾆｾｺ)のもり

場づくりの方針（案）





6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■想定される運営の形態(案) 

【倉 庫 群】 

町： 

「倉庫群」を所有、施設建物、設備機器、

周辺環境を公共として整備し、運営管理

を運営主体へ委託 

運営主体：NPO 法人等 

町から受託し、「倉庫群」の運営・管理を

行う 

評価委員会(仮)： 

運営主体よる「倉庫群」の運営・管理を

第三者機関として評価し、町へ報告 

倉庫建物、内部空間を借りたい

人、団体、事業者(民間企業)等 

利 用 者 

原則有料で利用 

(家賃・使用料等) 

原則無料、一部有料で利用 

(物販・飲食等は有料) 

受 託 

委 託 

評 価 

報 告 

ニーズの把握による改善 

（段階的計画による成長） 



7 

 

 

■事業の進め方（案）： ～プロセスプランニング～ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実現可能で持続性ある倉庫群再活用のプログラム進化する中央倉庫群

【ア ク ト】

次の展開への改善行動
アクションプラン検討

【チェック】

運営内容評価
事業効果検証
財政収支監査

【ドゥ・アクション】

具体的な活動・行動

廻り続け、進化する循環をめざします！
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 倉庫群活用憲章 10 ヵ条 (例)  

 １．ニセコらしさにこだわる。（？） 

 ２．地域の歴史を語る倉庫群の雰囲気を生かす。（？） 

 ３．ニセコの資源や素材、技術、人材等を活用する。（？） 

 ４．活動の主体者はニセコ町民とする 。（？） 

 ５．地域の活性化や雇用の促進に役立つ。（？） 

 ６．人と人、他の団体、他の施設などとの絆を大切にする。（？） 

 ７．出来ることから始め、少しずつ「進化する倉庫群」をめざす。（？） 

 ８．身の丈にあった運営・活用を心がけ、自活をめざす。（？） 

９．町民も来訪者、観光客も、すべての世代が集い、楽しめる。（？） 

１０．既存概念にとらわれずに新しい挑戦をし続ける。（？） 

 

■運営に必要なルール(例) ～意見交換会の意見を基にした例～ 

＊運営主体に拘わらず、守らなければならないルールとして・・・ 

＊ルールの優先順位はどうするか・・・？ 


